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回答者

都市整備部長
産業振興部長

都市整備部長
産業振興部長

教育総務部長3 別所町公民館へのエレベーターの設置

2
自然破壊につながる恐れのある太陽光発電の規制につい
て

地区からの意見・提言（意見交換）

別所地区

意見・提言の内容

1 市街化調整区域の土地利用について
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市政懇談会 回答 
地区名 別所地区 

意見・提言等 １-① 市街化調整区域の土地利用について 
（区長協議会） 

（内容） 
三木市においては、現在市街化調整区域の三木市土地利用計画

変更（見直し）に関する自治会への説明会を順次開催しています

が、別所地区では令和 3 年 10 月の市政懇談会において相野地区

（花尻、石野、下石野、相野各自治会）開発についての意見・提言

により別所区長会として取り組んでいる所であり、市との勉強会

を重ねております。 
 別所地区については以前より三木市の西の玄関口として産業の

振興、生活環境の形成、農業担い手の確保・育成と特産品の振興な

どの方針により行ってきたが現実にはまちづくりが出来ていると

は言い難い。 
 今回の市街化調整区域の見直し・開発についてはひょうご情報

公園都市第 2 期工事の産業団地 100ha の市街化区域編入のみが言

われておりますが、それ以外の見直しは考えられないのでしょう

か。近隣市町の小規模な開発や農村産業法や地区計画、特別指定区

域制度、地域未来投資促進法など三木市に合った取り組みについ

てどのような方針で取り組まれていますか。 

回 答 

（担当課）都市整備部 建築住宅課 
都市整備部 都市政策課 
産業振興部 農業振興課 
産業振興部 商工振興課 

市街化調整区域の土地利用につきましては、今年度 7 月から対

象地区にお伺いし「市街化調整区域の土地利用について」とのテー

マで説明させていただきました。 
この説明会において、現時点で三木市や県が取り組んでいる制

度及び県が示した区域区分の見直しの考え方の説明を行い、地域

における現状の課題をお伺いしてきました。 
又、ご意見にも書かれておりますように、相野地区（花尻・石野・

下石野・相野各地区）におきましては昨年度より勉強会を開催させ

ていただいており、現状の土地利用の状況をはじめ地域の課題等
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もお伺いしましたが、土地利用については難しい状態となってい

ます。 
しかしながら、地域課題等について何か解決策がないか模索し

ている状況です。 
 ご質問のありました 

市街化調整区域の見直し・開発について、ひょうご情報公園都市

第２工区については、兵庫県と三木市が共同で事業を進めること

とし、ひょうご情報公園都市第２期工区の産業団地整備に関する

基本合意書が令和３年５月に締結されました。これに基づき、今

後、開発を行うことになることから、それに必要な都市計画の手続

きとして、市街化区域への編入を行う予定です。 
区域区分の見直しについては、今後、検討作業を進めることにな

りますが、現時点で、ひょうご情報公園都市以外に大規模な見直し

の予定はありません。 

三木市につきましては、今年度末までに区域区分の存続か廃止

（市街化調整区域の存続か廃止）の方針を決定する予定ですが、区

域区分を廃止しない場合でも、市街化調整区域において、適正で弾

力的かつ柔軟な土地利用を進めて行きたいと考えています。 
方針については、関係自治会に改めて報告させていただくこと

になります。 
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市政懇談会 回答 
地区名 別所地区 

意見・提言等 １-② 市街化調整区域の土地利用について② 
（区長協議会） 

（内容） 
仮に区域区分の見直しがなされても市街化調整区域であったと

ころは、行政によるコントロールにより、自由に土地利用が可能に

なるわけではない。用途区分、農地法、建築基準法その他多くの制

約があると聞いておりますが緩和できる方法（可能性）はないので

しょうか。 

回 答 （担当課）都市整備部 都市政策課 
産業振興部 農業振興課 

 自由な土地利用（緩和の方法、可能性）とのご提案ですが、区域

区分が廃止されると、旧市街化調整区域においては、建築物の用途

上の制限がなくなるため、無秩序な開発が進み、周辺環境の悪化を

招く恐れがあることから、特定用途制限地域を制定し、建築制限を

市の条例で定める必要があります。 
 仮に区域区分が廃止されたとしても、農地法、農振法等のその他

の法令に基づく規制は変わりませんので、農用地区域からの除外

についての手続きもこれまでと変わることも、要件が緩和される

こともありません。 
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市政懇談会 回答 
地区名 別所地区 

意見・提言等 １-③ 市街化調整区域の土地利用について③ 
（区長協議会） 

（内容） 
また、今年度から人・農地プランが地域計画に変わりましたが計

画の策定は進んでいるのでしょうか。別所地区においては圧倒的

に農業振興地域が占めるわけですが、１０年後の営農者が誰なの

か目標地図の策定が法制化されましたが認定農業者の農業経営継

続、営農組織による農地の集約維持が非常に難しいという自治会

も多く聞いております。 
 現在の法令規程などの範囲内でのみ考えると、三木市都市計画

マスタープランでの別所地域の目標、まちづくりの方針からも発

展は困難と思われます。 
 以前からの市との意見交換時に市街化調整区域の活性化、飛行

場跡の健全で秩序ある土地利用の誘導の必要性なども出されてお

ります。 
 今回の市街化調整区域区分の見直しと農業を守る地域計画との

整合性はどのように考えておられますか。 
回 答 （担当課）産業振興部 農業振興課 

 本年度から、２年間で、市街化区域を除く、１１８地区において、

「地域計画」の策定を進めているところです。 
 ４月に区長様と農会長様に対して説明会を実施し、その後、何ら

かの問い合わせがあった地区が７１地区、その内、３０地区で策定

に向けて取り組まれています。 
別所地区で申しますと、問い合わせが１３地区中１０地区から

あり、その内、２地区で策定に向けて取り組まれています。 
 「地域計画」では、守るべき農地を１０年後、誰がどのように耕

作するかを協議して定めていくことが求められます。計画を立て

ることで、新たな担い手の受入体制づくりにも繋がると考えてい

ます。 
また、守るべき農地とは農業振興地域の農用地区域の農地が基

本となり、農用地については、区域区分の見直しに影響を受けるも

ではありません。 
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市政懇談会 回答 
地区名 別所地区 

意見・提言等 ２ 自然破壊につながる恐れのある太陽光発電

の規制について（区長協議会） 
（内容） 

大きな森林伐採を伴うメガソーラーを設置する計画が、他地区（細

川地区）であると聴くが、別所地区内でも昨年設置された太陽光発

電施設に隣接した山林で太陽光発電施設の計画が進み、大きな森林

伐採が行われることが危惧される。 
自然破壊につながるような森林伐採を伴う太陽光発電計画は規制す

べきでないか。 

回 答 （担当課）都市整備部 建築住宅課 
     産業振興部 農業振興課 

 森林伐採を伴う 0.5ｈａ以上の太陽光発電施設の設置については、

森林法に基づき兵庫県から林地開発許可を受ける必要があります。 
 また、太陽光発電施設の設置において森林の伐採を伴う場合やた

め池等に設置する場合は、兵庫県の「太陽光発電施設等と地域環境

との調和に関する条例」による届出の際に自然環境調査を行い環境

への配慮を行う事が義務付けられています。 
 県条例に該当しない小規模（50kw~5,000 ㎡未満）な太陽光発電

施設については自然環境調査を求めてはいませんが、「三木市太陽光

発電施設の設置に関する条例」を令和５年４月から施行したことに

より、一定の技術基準を満たす必要があることから粗悪な太陽光発

電施設の抑止を行っています。 
 自然破壊につながるような森林伐採を伴う太陽光発電計画は規制

すべきとのご意見ですが、太陽光発電施設については、法律や条令

で定められた基準を満たすことが出来れば設置が可能であり、森林

法における保安林については保安林制度により厳しい法規制がかか

っています。保安林に指定されていない民有林の開発においては、

民有地であるため過度な私権の制限を行うべきではないと考えてお

ります。 
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市政懇談会 回答 
地区名 別所地区 

意見・提言等 ３ 別所町公民館へのエレベーターの設置に

ついて（区長協議会） 
（内容） 

別所町公民館にエレベーターを設置してほしい。 
公民館は地域住民の活動拠点であるとともに、災害時の避難場

所でもある。 
住民の中には車椅子を利用して来館するものもいる。また年々

高齢化が進み、階段での移動が難しい場面がある。 
年齢を問わず、多様な身体状況で、2 階への階段での移動が困難な

場合がある。 
どの住民にとっても速やかに移動ができるよう、移動の負担を

少なくして、公民館を拠点とした活動がしやすく充実したものと

なるよう、設備を整えてほしい。 
回 答 （担当課） 教育総務部 生涯学習課 

 今後、進行していく高齢化に対応し、利用者に安心して施設を利

用いただくためのバリアフリー化工事を実施します。公共施設再

配置計画に基づき長寿命化改修工事の中で、エレベーターの設置

を進めてまいります。 
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